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パー リ仏教 におけ る喜

柏 原 信 行

喜を表す パー リ語には,受(vedana感 覚)の 喜(somanassa)の 他 に,四 禅支 ・

五 禅支 の喜(piti)や 四 梵住 ・四無量 の喜(mudita)が あ り,ま た,pamojja/pam-

ujja,nandi,ratiや 随 喜(anumodana)が あ る。肉体的 な快感 を示す楽受(sukha-

vedana)に 対 す る精神的 な よろ こび としての喜受(somanassa-vedana)以 外 の 「よ

ろ こび」を表す様 々な語は,パ ー リ仏教では どの よ うに解釈 され ているのか。本

稿 では,こ れ らの語の用例を検討 し,そ の語義を解 明す るこ とに よって,ニ カー

ヤにおける喜の解釈を探 り,心 理分析を中心 とす るパー り ・ア ビダンマにおけ る

喜の解釈を検討 し,更 には現代の テーラ ・ヴァー ダ仏教),に け る喜 の解釈を 明ら

か にす る。

1.Visuddhimaggaに お け る定義

喜 を表す 諸語の うち,pitiとmuditaは 心 所法(cetasika-dhamma)と し て,

Visuddhimaggaに お いて定義づけがな されてい るので,こ れを見てみ よ う。

[a.piti]先 ず 尋 ・伺 ・喜 ・楽 ・一境性 とい う禅支のpitiに つ いては,「 喜ば

せ る(pinayati)の が 喜(piti)で あ る。大 喜びさせ る(sampiyayana)の を相 とす る。

身心 の喜(kaya-citta-pinana)を 味 とし,或 いは満悦(pharana)を 味 とす る。 躍 り

上 がる(odagya)の を 起 とす る。」 と定義 され てい る。pitiに は,小 喜(khuddika-

piti)・刹 那喜(khanika-piti)・ 継 続喜(okkantika-piti)・ 躍 喜(ubbega-piti)・ 遍 満 喜

(pharana-piti)の5種 があ る。小 喜は身の毛が よだつ ような喜 び,刹 那喜は瞬間毎

に光る稲妻の ような喜び,継 続 喜は海岸に寄せ る波の よ うな喜び,躍 喜は身体が

浮いて躍 り上 が るよ うな喜び,遍 満喜は膨 らませた膀胱やあ るいは洞穴に水が流

れ る ような喜びであ るとされている。 この内の躍喜については次の よ うな二 つの

例 が挙げ られている。先ず一 つは,Punnavallikaに 住 んで い たMahatissa長

老 が,満 月の晩に 「この ような晩には四衆が大塔を礼拝 するのだ」 と考え て,仏

を所縁 として この躍 喜を起 こして,ボ ールの ように 弾 ん でAnuradapuraの 大

塔 まで跳 んで行 った とい うものである。 もう一 つ の 例 は,Girikandaka精 舎 の

近 くのVattakalaka村 の あ る 良家 に 娘がいた。両親は精舎へ聞法に 出かけた
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が,娘 は妊娠中で外出困難であ った。娘は家の庭 か ら精 舎の方を臨んで塔の灯 明

や 四衆が花や香 を供 え るさ まや 右繞 した りす るのを眺め,彼 らが読経す る声を聞

いた。そして 「精舎 で塔の庭 を歩 き聞法 できる人 々は幸福だ」 と思 い,仏 を所縁

として強 い喜 である躍喜が生 じ,気 づか ぬ うちに空 中を跳 んで両親 より先に精舎

に着い てしまった とい うものである。5種 の喜(piti)が 生 じ,れば,身 心の軽安が

生 じる。軽安が生 じると身心 の楽が生 じる。楽が生 じると刹那 ・近行 ・安止の三

種 の定が完成す るとされ る。(Vism143f)

禅 支 の喜(piti)は,先 に挙げ られた5種 のpitiの うちの最高 の ものである遍

満喜であ るとされ る。

また,砂 漠で疲労困憊 した者が林や水を見た り,そ れ らについて聞いた りした

時が喜(piti)に た とえられ,実 際に木陰に入 った り水を飲んだ りす る時が楽(suk-

ha)に た とえ られて,欲 す る所縁を獲得 した満足感(ittharammanapatilabhatutthi)

が 喜(piti)で あ り,そ の所縁を獲得 して味を享受す ること(patiladdharasanubhava-

na)が 楽(sukha)で あ るとされ,喜(piti)が あれば必ず楽(sukha)が あ るが,そ

の逆は成立せず,楽 があ って も必ず しも喜があ るのではない とされ る。喜は行蘊

であ り,楽 は受蘊であ ると解説 されてい る。(Vism145)

こ こには,心 の受蘊 としての喜(somanassa)と 行 蘊 としての 喜(piti)と の 区別

については説かれていないが,楽(sukha)と の 関係か ら推測 し うる。

Visuddhimaggaに お ける これ らの解説 か ら,禅 の支分 としてのpitiと され る

「よろ こび」は普通 の喜びで はな く,極 度に大 きな喜びが意味 され てい る こ と が

明 らかであ る。

[b.mudita]次 に 慈 ・悲 ・喜 ・捨 の四無量(四 梵住)の 喜であ るmuditaに つ

いては,「 これをそなえた者が喜ぶ(modanti)こ とである。また,自 ら喜ぶ(modati)こ と

である。また,喜 ぶことそのもの(madanamatta)で ある。喜(pamodana)を 相(lakkhana

特 色)と する。嫉妬のないこと(anissayana)を 味(rasa作 用)と する。不楽の打破(ara-

ti-vighata)を 起(paccuppatthana徴 候)と する。有情の幸福を見ると(sattanamsam-

pattidassana)を 足処(padatthana直 接 原因)と する。不楽がなくこなること(arati-

vupasama)が 成功であり,笑 いの発生(pahasa-sambhava)が 失敗である。」(Vism318)

と解 耆 され てい る。

こ こに見 られ るよ うに,muitaは,modanti,modati,mcdanamatta,pa-

modanaと い った,語 根をmud(喜 悦する)と す る語に よって解説 されてい る｡

そ して,不 楽(arati)や 嫉 妬(issa)の 逆 であ り,他 者 の幸福を喜ぶ ことを意味す
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る ことにな る。

2.nikaya中 の用例

次に,喜 びを表す諸語につい てniaya中 の用例 を見 てみ よう。

[a.piti]先 ず,pitiに つ いては下記の よ うな用例が見 られ る。「世尊に施食を

したガティカーラに半月,父 母に七日間喜楽(piti-sukha)が 去 らなかった。」(Mii52)

そ の ほか,以 下 の用例 では,後 述す るpamojjaと ともにpitiが 挙 げ られてい

る。 「裁判の検問者の無悔恨は喜(pamojja)の 為 であり,(pamojja)は 喜(piti)の 為で

あ り,喜 は軽安の為であ り,軽 安は楽の為であ り,楽 は心定の為である。」(Vv164),「 雑

染の諸法を断じて清浄な法を増長し現法にて智慧の円満と広大を自ら実証して通達 して住

すれば,喜(pamojja)を 得,喜(piti)を 得,軽 安 となり,正 念正智を得て安楽に住する

ことができる。」(Di196),「 信受により喜(pamojja)を 得,喜(piti)を 得,喜 を得た者

安になり,身 軽安の者は楽を受 し,心 定を得る。」(Mi38),「 縁 こついて,智 ・解は身軽

脱 ・離貧 ・厭離 ・如実智見 ・定 ・楽 ・軽安 ・喜(piti)・ 悦(pamojja)・ 信 ・苦 ・生 ・有 ・

取 ・愛 ・受 ・触 ・六処 ・名色 ・識 ・行 ・無明」(Sii29f),喜(pamojja)・ 喜(piti)・ 身軽

安 ・楽(sukha)・ 心定」(Sv126,Sv397f,Aiii21,Aiii285)

これ ら頻繁に見 られ る用例 はいずれ も定へ の過程 の一段階を意味 し,禅 支 とし

て の喜を表 してい るとい えよ う。

[b.mudita]次 にmuditaに つ い て は,nlayaで は 四梵住(四 無量)の 一

つ として挙げ られ る以外に はあま り見 られない。

「喜(mudita)を 修すれば,不 楽(arati)は 滅す。」(Mi424),「 老死から解脱するため

の36の 所縁について 喜想(mudita-sauna)・ 一切世間不楽(arati).想 ・四梵住」(Mil

414),「 不楽(arati)・ 害 ・非法行を断つ喜(mudita)・ 無 害 ・法行」(Aiii448)

以上 の例 の内容 は,先 述 のVisuddhimaggaで の解説 に等 しい といえ よう。

[c.pamojja/pamujja]次 に,muditaと 同 じ語根mudを 有 す るpamojja/

pamujjaと しての喜の用例を見てみ よ う。

「喜(pamojja)が なければ,喜(nandi)・ 軽安が無 くな り,苦 が生 じる。」(Sii78),「 法

と善にともな う喜(pamujja)を 心の資具とする。」(Mii206),「 愛欲 ・不善法に近づかぬ

者)には愉快(pamuda)か ら喜(pamojja)が 生 じるよ うに楽sukhaが 生 じ楽以上 の喜

(somanassa)が 生 じる。」(Dii214)

こ の他niaya中 のpamojjaの 用 例については,先 述の よ うにpitiと 共 に挙

げ られ てい る場合が頻繁),にあった。それ らに よれば,pamojjaはpitiを 得 るた

め の前段階 と言 えよ う。

[d.nandi/abhinanda]niaya中 の 喜びを表 す語の うちではnandiやnandi,
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abhinandaな ど の よ う にnandを 語 根 と す る 語 も 見 ら れ る 。nandi等 に つ い て は,

「悪 魔 や 天 神 は言 う。 『子 を持 つ 者 は子 等 に よ って喜 び(nandati),牛 を 持 つ 者 は 牛 等 に

よ って 喜 ぶ 。 依(upadhi)は 人 の 喜 であ る。 依 のな い 者 は 喜 ば な い か ら で あ る』 と。 世

尊 は 言 う。 『子 が あ る者 は 子 等 に よ って 愁 い,牛 を持 つ者 も牛 等 に よ っ て愁 う。 依(up-

adhi)は 人 の 愁 い であ る。 依 のな い 者 は愁 え ない か ら で あ る』 と。」(Sn6;Si6,107),

「諸 法 に 対 す る欲 ・貧 ・喜(nandi)・ 渇 愛 等 を滅 して解 脱 す る 。」(Miii32,Siii10),

「過 去 を 追 う とは 過 去 に この よ うな 色 が あ った とい って喜(nandi)を 起 す こ と であ る。」

(Miii189),「 喜nandiの 集 ・滅 に依 っ て苦 の集 ・滅 が あ る 。」(Miii267),「 喜(nandi)

の生 起 に よ り苦 が生 起 す る 。」(Sii60),「 六 境 に 対 す る喜(nandi)に よ って執 着 が 起 こ

り,繋 縛 され る 。」(Sii36f),「 軽 安 に依 っ て喜nandiが な くな り,苦 が滅 す る 。」(Sii

599),「 喜(nandi)が 滅 す れ ば 苦 が 滅 す る。」(Sii60),「 諸 法 を歓 喜(abhinandati)す

る者 は苦 か ら解 脱 しな い 。」(Siii31),「 六 根 六 境 を喜 ぶ こ と(abhinanda)は 苦 を喜 ぶ

の で あ り,苦 か ら解 脱 で き な い 。」(Siv13f),「 喜(nahdi)と 不 楽(arati)は25種 の 心

を 弱 くす る も の の ふ た つ で あ る 。」(Mil313)

こ れ ら の 例 か ら 明 ら か な よ う に,nandを 語 根 と す る こ れ ら の 語 は,pitiや

muditaの よ う に 修 習 さ れ る べ き も の で は な く,逆 に 苦 を 生 じ さ せ る も の と し て

対 治 さ れ る べ き も の で あ る 。

[e.nandi-raga]喜(nandi)は ま た 貧(raga)と 結 合 し て 喜 貧(nandi-raga)と

し て 用 い ら れ て い る 。

「欲 を離 れ 色 の 縛 を 超 え 喜 貧(nandi-raga)の 尽 き た者 は沈 ま な い 。」(Si53),「 喜 貧

(nandi-raga)の 滅 に よ り解 脱 が あ る 。」(Siil42),「 比 丘 は 悪 魔 の 喜 貧(nandi-raga)

の 糸 の つ い た 利 得 と供 養 と名 誉 の 銛 に 刺 され な い よ う に せ よ。」(Sii227),「 無 常 観 に

よっ て喜 貧(nandi-raga)が 尽 き解 脱 す る 。」(Siii51,54),「 欲 愛,有 愛,非 有 愛 が 喜

貧(nandi-raga)を 伴 う。」(Siii158)「 殺 人 者 と して の喜 貧(nandi-raga)」(Siv174),

「川 に沈 む こ とに た とえ られ る喜 貧(nandi-raga)」(Siv180),「 苦 集 聖 諦 は,後 有 を も

た ら し喜 貧(nandi-raga)を 伴 い 随 所 歓 喜(abhinandi)す る渇 愛 で あ る。 す なわ ち 欲

愛 ・有愛 ・無 有 愛 で あ る。」(vilo,sv421,425,426)

nandiは 苦 を も た ら す も の で あ っ た が,貧(raga)と 共 に 用 い ら れ て 更 に そ の

不 善 と し て の 性 格 が 強 調 さ れ て い る 。

[f.そ の 他]喜 び を 表 す も の と し て は,以 上 のpiti,mudita,Pamojja,pa－

mujja,nandi,abhinanda,nandi-ragaの ほ か に,以 下 の 例 も あ る 。

「愛 よ り起 こ り生 じる の は喜(ananda-somanassa)で は な く,愁 悲 苦 憂 悩 で あ る。」(M

ii106)に よれば,百nandaは 語 根がnandで あ るが否定的な ものではな く,阿 難
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とい う弟子 名に も用い られ てい ることか ら不善 の意味 ではない と見 られ る。

次に,歓 喜心(udaggacitta)も 定 型句 として以下の例に見 られ る。「仏は施 ・戒 ・

昇天を説き,聞 法者に堪任心,柔 軟心 ・離障心 ・歓喜心(udaggacitta)・ 明浄信が起きたの

を知って,四 聖諦を説法する。」(Vi16,18,181,225;ii156;Mi379;Aiv209,

213)で のudaggacittaは 良 い意味での高揚 した心理状態 と言}よ う。 これに対

して,「 疑 ・不作意 ・昏沈 ・睡眠 ・恐怖 ・歓喜(ubbilla)・ 麓重 ・過度の勤精進 ・懈怠 ・欲

等のために三昧が滅する。」(Miii159)に 見 られ るubbillaは 不 善 の興奮 である。

aratiは 上 述の例 の よ うにmuditaの 逆 であったが,「 好(piya)・ 愛(pema)・

楽(rati)・ 愛欲(kama)・ 渇愛(tanha)か ら怖畏が生 じる。」(Dhp32)と い う例 か ら

は,ratiは 決 してmultaと 同一視は できず,か え って不善の渇 愛を意味して

い ることが知 られ る。

また好 感を表 すpiyaに つ いては,上 の例や 「憂 ・悲 ・苦のある者は好(piya)を

縁 とする。好がなければ安楽(sukhino)と な り,憂 は滅する。」(Ud92)か ら,rati同

様 に不善の意味であ る。

3.anumadana

muditaと 同 じくmudを 語根 とす るanumodanaに つ い て は 拙稿 「随喜」

(印仏研34-2)に 述 べ た よ うに,後 世,現 代に到 るまで,テ ー ラヴ ァー ダ仏教 で

は 非常 に重視 されてい る。

4.ま とめ

pitiとmuditaはniayaに お いて も意味は明瞭で,禅 支 ・梵住 として定義

されたが,他 の特 に不善 の喜を表す 語につ いては取 り上げ られ ていない。喜 を受

としてしか扱わ ない北 伝仏教 と異な り,パ ー リ仏教 は,心 理 分析 の発達 に伴 い喜

を単 なる感 覚 として解釈す るだけではな く,能 動的 な心理作用 として捉 えた。し

か も善心所 として捉え られた。積極的に喜を捉 える姿勢 は初めは禅の支分 として

pitiに 注 目し,後 には在 家に も受 け入れ易 い四梵住 のmuditaを 重 視 し,更 に

anumodanaと し て積極 的に喜ぶ姿 勢を現代に生かしてい るのであろ う。

〈キーワード〉 喜,随 喜,パ ーリ

(龍谷大学講師)
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